
時間外労働の削減

・長時間労働の抑制について、経営トップがメッセージを発信

・「ノー残業デー」「ノー残業ウィーク」の設定とその徹底

・「ノー残業デー」に管理職が部下の全員退社まで見届ける

・「朝型勤務」の導入

・部下の長時間労働抑制について、管理職の人事考課に盛り込む

・長時間労働抑制に関する管理職向け教育の実施

・長時間労働の抑制に関する労使の話し合いの機会の設定

・業務計画、要員計画、業務内容の見直し

・長時間労働の抑制を目的とした取引先との関係見直し

例えば「長時間労働是正」であれば、こんなところから…

年次有給休暇の取得促進

・年次有給休暇の取得促進について、経営トップがメッセージを発信

・毎月１日、年休取得の徹底・年に４回（年末年始、ゴールデンウィーク、お盆、秋の連休）
連続１週間の休暇取得

・年次有給休暇の計画的付与制度の創設

・部下の休暇取得に積極的な管理職を評価する人事評価の仕組みの導入

・年次有給休暇取得促進に関する労使の話し合いの機会の設定

・年次有給休暇残日数を社員各自に通知

・休暇・休業時の業務フォローアップ体制の構築

労働時間や休暇について
自己診断できる

「働き方・休み方改善指標」
http://work-holiday.mhlw.go.jp/

を活用して、
問題点や課題を発見し、

対策を検討してみましょう。

その他の多様な働き方

・テレワークを活用した在宅勤務制度の
導入等

・年休以外の休暇制度（例：バースデー
休暇、勤続年数節目休暇、ボランティ
ア休暇等）の導入

・フルタイム勤務ができないなどの事情
のある社員のために、多様な正社員
制度の導入等

７
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【方向性①】 生産性の向上

処理すべき業務を、人手不足状況下で残業
なしに処理するためには、労働生産性（＝労
働者１人あたり１時間あたりの付加価値（成
果））を高めることが必要（次のページ参照）

【課題１】
人手不足の中で長時間
労働是正が困難

【課題３】
取引先との関係で長時間
労働是正が困難

【課題２】
業務そのものの合理化・
効率化への切り込みが弱い

長時間労働是正を図るための課題と方向性

【方向性③】 取引条件の改善

【方向性②】 人手不足対策
【方向性⑤】
業界別の取組

中小企業・下請企業の労働者の労働時間に
しわ寄せがいかない、適正な取引関係を構
築することが必要

残業の発生を最小限にするために必要な人
手を確保することが必要

長時間労働を発生させて
いる業界の特有事情に対
する、業界ごとの対応

【方向性④】
個別的支援

雇用管理や経営の手法に
関する指導・ノウハウ提供
や助成制度などの個別的
支援

※ このほか、労働基準法等の
ルールの遵守のための指導
監督や啓発も強化

●長時間労働を是正するための課題として、下記のような３つの課題が指摘されています。
●これに対して、各企業や関係団体・行政が一丸となって、①～⑤の対策を進めていくことが重要です。

８



長時間労働是正を図るための「生産性向上」

９
=主に労働者の雇用管理の問題

=主に職務・作業管理の問題

長時間労働の原因 対応策

人員を増やす

事業量を減らす

省力化投資を行う

（機械化・IT化など）

仕事のプロセス自体を
効率化する

労働者の仕事の仕方を
効率化する

管理者・労働者の意識を
変える

適切な人事労務管理
（次のページ参照）

生産性の向上

労働者の職業能力を
向上させる

仕事が非効率

人員に比べて事業量が多い

管理者・労働者の意識

① 長時間労働が発生する原因は、大き
くわけて「人員に比べて事業量が多い」
「仕事が非効率」「管理者・労働者の
意識」が考えられます。

② 長時間労働を是正するための対応策
としては、「生産性の向上」を図るこ
とが重要です。

③ 「生産性の向上」を図るためには、生
産性の向上に成功した他企業の好事例
が参考となります。

④ また、「生産性の向上」を図った場
合の助成金制度や、 「生産性の向上」
に役立つ職業訓練制度の活用も有効です。

例えば、労働時間が長い方が価
値があると考えたり、短い時間
で成果を上げる意識が薄いなど

生産性向上の好事例 宮城労働局 検索

生産性の向上 宮城労働局 検索

https://jsite.mhlw.go.jp/miyagi-roudoukyoku/1/101/10141.html

https://jsite.mhlw.go.jp/miyagi-roudoukyoku/1/101/10140.html#siensaku

https://jsite.mhlw.go.jp/miyagi-roudoukyoku/1/101/10141.html
https://jsite.mhlw.go.jp/miyagi-roudoukyoku/1/101/10140.html


評価・処遇制度

業務管理・組織管理

人材育成制度

労働条件
（労働時間・休日）

労働環境
（安全管理、精神衛生）

仕事と家庭等の
両立支援制度

・能力・プロセス・成果に対する客観的・公
平・透明・納得性のある評価
・労働に見あった処遇
・希望に応じた配置

・改善改革の職場風土
・経営情報への関与、会社のビジョン共有
・責任ある仕事が任され裁量性高い
・達成感のある仕事

・労働能力の向上を図ることができる
・自己啓発が支援されている

・会社・上司との間に信頼
関係がある
・人間関係のストレスが大
きくない

・自己の価値を確認できる
・正当に評価される

・会社と自分に将来展望が
ある
・自己の成長実感

働
き
が
い

働
く
価
値
が
あ
る

働
き
や
す
さ

働
く
苦
労
・障
壁
が
小
さ
い

労働者の意欲

労働者の
定着率

・労働時間が法令遵守で適度である

・身体・精神の健康を守れる

・仕事と家庭（病気治療）を両立させやすい

・仕事以外で恩恵を受けられる

人間関係管理

・上司や同僚との適切な人間関係
・円滑なコミュニケーション
・上司が気軽に話せる
・社員が互いに思いやりをもつ

・会社への帰属意識
・連帯感

生産性の
向上

福利厚生

組織コミットメント

職務満足度

適切な人事労務管理による「生産性向上」

●「働きがい」と「働きやすさ」を実現する「人事労務管理」によって、「生産性の向上」を図ることができます。
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